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 資料作成時点(2022年2月上旬)の公開情報に基づいて記載しているため 
内容が一部異なる場合があります。 
 

 最新の情報については各クラウドの公式サイトをご確認頂きたく思います。 
 

 本プレゼン内容はOCIjp運営事務局の理解に基づいており、 
事実と異なる可能性があることをご了承いただきたく思います。 

 

免責事項 



 DXを成功に導くクラウド活用推進ガイド CCoEベストプラクティス 
   - 出版社 ‏ : ‏ 日経BP 
   - 発売日 2021/11/11 ‏ : ‏ 
   - 単行本 220 ‏ : ‏ページ 
   - ISBN-10 4296070150 ‏ : ‏ 
   - ISBN-13 978-4296070152 ‏ : ‏ 

 

推薦図書 

参考記事 
 日本オラクル、Oracle Cloud導入メリットの最大化を支援するコンサルティン
グ・サービスを提供開始（2021/11/09） 
 

 ミッション・クリティカルなシステムのクラウド導入・移行の豊富な経験や知見に
基づき、アセスメント、ポリシー策定からナレッジ、人材育成まで組織的な対応
を包括的に支援する「Cloud Center of Excellenceサービス」 

   https://www.oracle.com/jp/news/announcement/ccoe-service-jp-20211109/ 



1.背景（なぜこのキーワードが注目されているか） 

 クラウドサービスがもたらしたもの 

コストメリット 俊敏性 新技術 新たな開発手法 ・・・ 
・インパクトの強い 
 三種の神器 
 AI/IoT/Blockchain 

・イニシャルコストの 
 削減は衝撃的 
・スケールもしやすく 
 運用負荷も低い 

・サーバーやネット 
 ワーク機器などを 
 独自に手配する必要 
 が無くなった 

・クラウドネイティブな 
 アプリケーション開発 
 （CI／CD） 

既存のIT環境を刷新する DXを加速させる 

企業改革の推進力そのもの 



1.背景（なぜこのキーワードが注目されているか） 

 ただし、本当の意味で企業全体で活用していくには課題もある 

一部のサービスはネットワーク的に外部の環境となる 

OCIコンソールへ 
Webブラウザでアクセス 

インターネット 

既存の 
ＩＴシステム 

OCI東京リージョン 

ＳａａＳ 

ＰａａＳ 

ＩａａＳ 
専用線 

閉域環境 



1.背景（なぜこのキーワードが注目されているか） 

 その結果起きること（企業にとっては死活問題のセキュリティ・インシデントの多発） 

侵入・攻撃の踏み台
（加害者に） 

テナントＢ 

DDoS攻撃による 
システムダウン 

テナントＡ 

情報漏洩 
（個人情報の可能性も

ある） 

テナントＣ 

ガバナンスの上、クラウドのメリットをいかにして享受するか 

クラウド 

「このデータは海外リージョン 
 への配置はダメ？」 
「どこまでBYOLしたっけ？」 
「全体の請求処理は？」 



2.CCoE（Cloud Center of Excellenceとは何か） 

 CoE（センターオブエクセレンス：center of excellence） 

企業の中核をなす組織もしくは研究機関 

クラウド活用を目的とする場合 

セキュリティ部門 情報システム部 DX推進部門 研究開発部門 利用部門 ・・・ 

CCoE（Cloud Center of Excellence） 



2.CCoE（Cloud Center of Excellenceの役割） 

ロードマップの策定 

ガイドラインの策定 

オペレーション 

人材育成 

ナレッジ共有 

プロジェクト・サポート 



3.OCIをターゲットとして検討する場合の考察 

ロードマップの策定 

ガイドラインの策定 

オペレーション ナレッジ共有 

人材育成 

プロジェクト・サポート 

3-1 

3-2 

3-3 

3-4 

3-5 

3-6 



3-1.ロードマップの策定 

 自社のシステム資産を軸にどのようにクラウド活用戦略をマッピングするかを策定 

既存ＩＴシステムＡ 

ＦＹ２０ ＦＹ２１ ＦＹ２２ 

既存ＩＴシステムB 

新システム 

自社の 
システム資産 

オンプレミス 
とのＨｙｂｒｉｄ 

～ＩａａＳの活用～ 

データ活用 
～ＰａａＳの活用～ 

クラウドネイティブ 
開発の導入 

～ＰａａＳの活用～ 

総合的な 
クラウド活用 

～ＳａａＳの活用～ 

クラウド活用戦略 
～骨子～ 

クラウドサービスの新機能の取り込み 新機能 

組織立ち上げ 
クラウド評価 
ファーストプロジェクト 



3-1.ロードマップの策定 
 今期もOCIは多くのリリースがありました 
 リリース情報の継続的なキャッチアップとロードマップへの取り込みは重要項目です 

DC/安全性評価 IaaS PaaS 

 ISMAPへ登録されました 

政府情報システムのためのセキュリティ評
価制度。OCIは政府が求めるセキュリティ
要求を満たしているクラウドサービスです。 

 新規リージョンが続々とオープン 

- Israel Central (Jerusalem)  
- France South (Marseille)  
- Singapore (Singapore)  
- UAE Central (Abu Dhabi)  
- Italy Northwest (Milan) 
- Sweden Central (Stockholm)  

 Roving Edge Infrastructure 

 さらなる柔軟性の獲得 

選択可能なプロセッサの強化 

フレキシブル・インフラストラクチャ 

サーバー向けArmプロセッサ(Ampere 
Altra)の登場。
AMD/Intel/NVIDIA(V100及び
A100グラフィック・プロセッサ)と合わせて
選択肢が増えました。 

- Flexible Load Balancer 
- Flexible VM 
- Flexible Storage 
- Autonomous Database 

 強力なDBサービスの拡充 
MySQL 
- MySQL Heatwave 
- MySQL Autopilot 

Oracle Database 
- Oracle Autonomous JSON Database 

 AI Services for OCIの登場 
- OCI Language 
- OCI Speech 
- OCI Vision 
- OCI Anomaly Detection 
- OCI Forecasting 
- OCI Data Labeling 

表記はごく一部です。 



3-2.ガイドラインの策定 
 自社セキュリティガイドへの準拠 

Internet OCI Region 
Fault Domain 1 

Load 
Balancer 

Fault Domain 2 

Load 
Balancer 

Load 
Balancer 

3rd Party 
Cloud 

VCN-0 (Hub) 

Subnet 
00.0.00.0/00 
 

DRG SG-0 

VCN-1 (Front) 

Subnet 
00.0.00.0/00 
 

VCN-2 (Back) 

Subnet 
00.0.00.0/00 
 

Policies 

OCI 
IAM 

Identit
y 

Domai
ns 

Auditing 

Logging 

SG-1 

SG-2 

Object Storage Object Storage 
SG-3 

Users 

Public 
Load Balancer 

WAF 
Bastion Service 

VPN 

Internet Gateway 

On-
Premises 

CPE 

Exadata Autonomous 
Data Warehouse 

Autonomous 
Transaction 

Processing ATP 

Database 

Containers Containers 

DDoS Protection 

Cloud Guard 

Containers Containers 

（出典）https://docs.oracle.com/ja-jp/iaas/Content/General/Reference/graphicsfordiagrams.htm 



3-2.ガイドラインの策定 
 OCIの包括的なセキュリティ機能 

Internet OCI Region 
Fault Domain 1 

Load 
Balancer 

Fault Domain 2 

Load 
Balancer 

Load 
Balancer 

3rd Party 
Cloud 

VCN-0 (Hub) 

Subnet 
00.0.00.0/00 
 

DRG SG-0 

VCN-1 (Front) 

Subnet 
00.0.00.0/00 
 

VCN-2 (Back) 

Subnet 
00.0.00.0/00 
 

Policies 

OCI 
IAM 

Identit
y 

Domai
ns 

Auditing 

Logging 

SG-1 

SG-2 

Object Storage Object Storage 
SG-3 

Users 

Public 
Load Balancer 

WAF 
Bastion Service 

VPN 

Internet Gateway 

On-
Premises 

CPE 

Exadata Autonomous 
Data Warehouse 

Autonomous 
Transaction 

Processing ATP 

Database 

Containers Containers 

DDoS Protection 

Cloud Guard 

Containers Containers 

（出典）https://docs.oracle.com/ja-jp/iaas/Content/General/Reference/graphicsfordiagrams.htm 

WAF DDoS Protection 

IDCS/Policies 

Oracle Maximum 
Security Zones 

Cloud Guard 

Data Safe 強制的な暗号化/特権ユーザ管理/監査証跡/ 
行・列レベルでのユーザアクセス制御 

OCIの様々なサービスの設定やアクティビティを監視し、 

通知・アクションを実行することで安全にクラウドを運用。 

リスクの高いユーザー操作も検出ルールに基づいて常時監視可能。 

Key Vault/ 
Key Management 



3-2.ガイドラインの策定 

 共通機能の準備（ネットワーク） 
 転送ルーティングを用いて接続を共有化して回線費用のコストを抑える 

OCI Region 

Hub VCN 

Subnet 
00.0.00.0/00 
 

On-Premises 

VPN/ 
FastConnect 

Spoke VCN 

Subnet 
00.0.00.0/00 
 

Route  
Table 

Dynamic 
Routing 
Gateway 

Customer 
Premises 

Equipment  

LPG 

Route  
Table 

LPG VCN 
Peering 

Subnet 
00.0.00.0/00 
 

Route  
Table 

LPG 

Spoke VCN 

Subnet 
00.0.00.0/00 
 

Route  
Table 

LPG 
VCN 

Peering 

Hub Spoke 

Spoke 



3-2.ガイドラインの策定 

 共通機能の準備（テナント管理、ID管理、ログ管理、請求管理他） 
OCI Region  

Compartment  A 

Compartment
s 

Database Bare Metal 
Compute 

Compartment  B 

Compartment
s 

Database Bare Metal 
Compute 

・・・ ・・・ ・・・ Auditin
g 

Loggin
g 

Taggin
g 

Policies 

Oracle 
Cloud 

Identifier 

 Organizationの活用（組織管理サービス） 

- 複数テナンシの請求やコスト管理を一元化 
 
- 新しいテナンシーを作成してテナンシーを複数管理したり、既存のテナンシーをリンクして、 
  単一の組織の配下にグループ化することも可能。 
 サブスクリプションを表示して、組織内のテナントにマップすることも可能。 

OCI IAM 
Identity 
Domains 



3-2.ガイドラインの策定 

ソフトウェア 
サービス 
（ＳａａＳ） 

プラットフォーム 
サービス 
（ＰａａＳ） 

インフラストラクチャ 
サービス 
（ＩａａＳ） 

Oracle Cloud 
（包括的なクラウドサービス） 

 OCI IAM Identity Domains（2021年11月リリース） 

Oracle Identity 
Cloud Service 

SaaS、PaaS、IaaSすべての
サービスに対するID管理 

Identity and Access 
Management OCI 

OCIのPaaS、IaaS環境に用
いられるID管理 

フェデレーション機能に 
よりIDを連携 

OCI IAM Identity 
Domains 



3-2.ガイドラインの策定 
 OCI IAM Identity Domainsは5つの課金タイプがあります。 
 OCIマニュアル「IAMアイデンティティ・ドメイン・タイプ」参照 
    （出典）https://docs.oracle.com/ja-jp/iaas/Content/Identity/sku/overview.htm#overview 

・
・
・
 



3-2.ガイドラインの策定 

 OCI IAM Identity Domainsは5つの課金タイプがあります。 

課金タイプ デフォルト Oracleアプリケーション Oracle Apps 
Premium 

Premium External User 

概要 ・テナンシ作成時に標準と
して作成される課金タイプ 
・OCI IaaS／PaaSへ
のアクセス管理を行える 
 

・Oracle Cloudの
SaaS／PaaS、Oracle
アプリケーションへのアク
セス管理を行える 

・「デフォルト」と「Oracle
アプリケーション」課金タ
イプを合わせたアクセス
管理を行える 

・完全なIAM機能セット
に加えて、Oracle以外
のアプリケーションに対す
るアクセス管理を行える 

・完全なIAM機能セット
を提供、コンシューマ向け
のアプリケーションに対す
るアクセス管理を行える 

機能制限 あり あり あり なし あり 

価格 無償 無償 ¥30 
 (User Per Month) 

¥384 
 (User Per Month) 

¥1.92 
 (User Per Month) 



3-2.ガイドラインの策定 

 共通機能の準備（自社内で利用可能サービスの選定） 
 新サービスを自社内へ展開する前に検証／評価し、リストを更新 
 OCIに拘らず自社にとって最適なものを選択肢とすることも、ひとつの判断 

Screen Only 



3-3.オペレーション 

 共通機能をはじめ、CCoEは資産の保有・管理／監査対応等オペレーションを担う 
 共通機能を保有する以上、払い出しも担うこととなり、申請型の受付フローを整備 

Cloud 
Center 

of 
Excelle

nce 

ネットワーク等 
共通機能の管理 
（請求管理含） 

ガイドラインの 
準拠確認（修復） 

監査対応 
（ログのモニタリング等） 

User 

User 

User 

申請 

申請 

申請 

クラウドを活用した 
ＩＴシステム 

ライセンス管理 
（Oracle Database、

Weblogic等） 



3-3.オペレーション：正当性の担保 

Screen Only 



3-3.オペレーション：負荷軽減 

Screen Only 



3-4.プロジェクト・サポート 

 CCoE立ち上げ当初から、すべてを整えることは難しい 
 プロジェクトを通して獲得する実装もある 

OCI Region（Japan East:Tokyo） 

VCN 

Subnet 
00.0.00.0/00 
 

Microsoft Azure Region（Japan 
East:Tokyo） 

Route  
Table 

Dynamic 
Routing 
Gateway 

Subnet 
00.0.00.0/00 
 

Route  
Table 

FastConnect 

ExpressRoute 

VNet 

Private Interconnect 

Azure AD 

Windowsシステム 

業務パッケージ 



3-5.ナレッジ共有 

 新機能／新サービスの情報、ガイドラインの改定案内 
 プロジェクト・サポートを通じて獲得した実装の共有 

般化 

 ひな形化（後続プロジェクトで使いやすい形に標準化） 

カテゴリ化 

 業務タグ／技術要素タグ／パフォーマンス情報(規模情報)

のタグ／構成情報のタグ（可用性に関する特徴、災害対
策実装に関する特徴など） 

プロジェクト・サポート 

 プロジェクトに投入する機能の 

事前評価 

 設計 

 実測値（性能情報の記録） 

 運用（実運用に際して発生し
た課題への対応） 

 

→発生した課題と対応の記録は 

 財産です。 



3-6.人材育成 

 CCoEメンバの専門性確立と所属組織へのフィードバック 

 全社向け 

セキュリティ部門 情報システム部 DX推進部門 研究開発部門 利用部門 ・・・ 

CCoE（Cloud Center of Excellence） 

無償学習プログラムと期間限定無償受験等のオファリングを取り入れながら組織的な 
働きかけ。OCIjpのおすすめとしてはOCI資格だけでなく、ORACLE MASTERも 
おすすめまします（こちらも無償公開研修コンテンツなど取得支援プログラムがあります） 



4.日本オラクル様の支援サービス 

Oracle Cloud Lift Services（2021年7月～） 

 Keyとなるサービスを３つほどご紹介 

（出典）https://www.oracle.com/jp/corporate/pressrelease/jp20210708.html 

Oracle Cloud Lift Servicesの国内提供を開始、お客様のクラウド移行を促進 
新規および既存のお客様に、Oracle Cloud Infrastructureへのワークロードの移行を効率化するための 
クラウド・エンジニアリング・リソースと技術サポートを追加コストなしで提供 
Tokyo, Japan—2021/07/08 

クラウド移行の計画、設計、プロトタイピング、および管理に関する支援を受けられます。 



4.日本オラクル様の支援サービス 

（出典）https://www.oracle.com/jp/news/announcement/dddx-service-jp-2021-11-10/ 

お客様のビジネス・バリューチェーンからデータ利活用戦略を策定し、 
デジタル技術実装までを約3カ月で行うコンサルティング・サービス 
東京—2021/11/10 

約3か月を目安としてデータ活用を中心としたDX具現化のための支援を受けられます。 

Data Driven Digital Transformationスタートアップ・サービス（2021年11月～） 

 ビジネス・バリューチェーンの理解：お客様と日本オラクルがビジネス・バリューチェーン、競争優位性の共通理解を行います 
 データ鳥瞰図作成：ビジネス・バリューチェーンを元に、競争優位性の源泉となるデータ鳥瞰図を作成します 
 データ利活用ディスカッション：データ鳥瞰図を使いながらビジネス・ユーザーとIT組織のワークショップを行い、 

データ利活用戦略を策定します 
 デジタル・テクノロジー・ラボの実施：データ利活用戦略に基づき、 

日本オラクルのコンサルタントが「Oracle Cloud Infrastructure」で実装する最新デジタル技術を活用しながら体験できる 
デジタル・テクノロジー・ラボ（Digital Technology Lab）を実施します 



4.日本オラクル様の支援サービス 

（出典）https://www.oracle.com/jp/news/announcement/ccoe-service-jp-20211109/ 

ミッション・クリティカルなシステムのクラウド導入・移行の豊富な経験や知見に基づき、アセスメント、ポリシー策定か
らナレッジ、人材育成まで組織的な対応を包括的に支援する「Cloud Center of Excellenceサービス」 
東京—2021/11/09 

Cloud Center of Excellence(CCoE)サービス（2021年11月～） 

 アセスメント&ロードマップ：現有IT資産の把握、見える化、分析などクラウド化に向けたIT資産の棚卸を短時間で実施し、 
多数のお客様のシステム基盤に対し設計、構築、運用してきたナレッジをもとに移行プランを策定 

 ポリシー策定&CCoE立上げ：企業内の技術に対する組織の立ち上げ、運営支援の豊富な経験や知見をもとに、具体的なクラ
ウド導入ポリシーの策定と、CCoE組織の立上げ支援 

 ガバナンス&ガイドライン：「Oracle Cloud Infrastructure」を中心とする基盤技術のテクニカル・アーキテクチャの標準化およ
びガイドラインの策定、および統制支援 

 プロジェクト・サポート：プロジェクトに対する技術支援、参考資料の提供や資料に基づいたレクチャーの実施、考慮点や注意点、
他社事例を含めた回答などをオンデマンドで提供 

 オペレーション：リスク分析および基準、計画への反映から定期的なセキュリティ・ヘルスチェックの実施とパッチ適用を支援、および
コスト管理やログ管理、定期レポートなどの通常運用の省力化支援 

 ナレッジ＆人材育成：クラウド人材育成における目標設定、改善プロセスの実施、スキルの見える化および継続的なスキル向上
を支援。オラクルのクラウドネイティブの最新技術を勉強会、ワークショップなどで提供 



4.まとめ 

ロードマップの策定 

ガイドラインの策定 

オペレーション ナレッジ共有 

人材育成 

プロジェクト・サポート 

3-1 

3-2 

3-3 

3-4 

3-5 

3-6 

CCoE 



OCIの有用な技術情報のありか 
 OCIチュートリアル  OCI活用事例集 

https://oracle-japan.github.io/ocidocs/ https://oracle-japan.github.io/ocitutorials/ 

 Oracle LiveLabs 
https://apexapps.oracle.com/pls/apex/dbpm/r/livelabs/home 

 Oracle Cloudウェビナー 

https://oracle-japan.github.io/ocidocs/
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ユーザグループ「OCIjp」 
https://fullenergy-oci.connpass.com/ 

 座談会・LTにお気軽に
ご参加下さい！！ 

 お待ちしております。 

 これからも継続参加を 
お願い致します。 

 パブリック・クラウド
を盛り上げていくのは 
やはりユーザの気持ち 
が一番大事です！ 

 アンケートの回答もぜ
ひお願いします。 
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（出典）OCIjp運営事務局撮影の写真 


